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年度（予算） 年度(決算)2018

今後の旧黒須銀行の保存及び活用に必要な工事を実施する。
工事に当っては、指定文化財としての価値を高めるための復元と、活用に必要な設備を整備するた
めの改修を併せて行っていく。
工事後の活用に関しては、市民からの意見等をもとに、地域の他の文化財等と連携した事業を行っ
ていく。
復元改修工事には多額の資金（総事業費約200,000千円）が必要となることから、企業版ふるさと
納税やクラウドファンディングの実施、市文化財保存活用基金の活用により、市財政以外の収入を
確保していく。
黒須銀行の創業に大きく関わっている渋沢栄一が、令和3（2021）年に大河ドラマの主役、令和6
（2024）年には新1万円札の顔となる機運を捉え、効果的なＰＲを行うことで、事業の効果を高め
ていく。

事業シート（概要説明書）

個別事業名 歴史的建造物整備事業（旧黒須銀行）

2021 2020 年度(決算) 2019 年度(決算)

事業開始年度 2018年度

事業内容

％

コ
ス
ト

事
業
費

事業費合計

877 千円

千円

その他特財の内容 行政資料等（旧黒須銀行グッズ）頒布料収入

一般財源 1,854 千円 3,707 千円 901 千円 877 千円

千円

国県支出金の内容

地方債 8,900 千円 千円 千円 千円財源

内訳

国県支出金
千円 千円 千円

その他特財
12 千円 千円 千円

財源合計 10,766 千円 3,707 千円 901 千円

千円 人 479 千円

総事業費 10,766 千円 3,707 千円 901 千円 877 千円

人
件
費

担当正職員 0.05 人 395 千円

臨時職員等 0.04 人 56

395 千円

千円 0.06 人 84 千円 0.06 人 84 千円 0.06 人 84 千円

人 395 千円 0.05 人 395 千円 0.05 人

黒須銀行は、渋沢栄一が顧問となり明治33（1900）年に創業した地方銀行で、現在の埼玉りそな銀
行の源流の一つである。現在残っている建物は明治42（1909）年に建設された土蔵造りの本店営業
所で、平成2（1990）年には市指定有形文化財（建造物）になるなど、貴重な文化遺産としての保
存が求められている。
しかし、築110年を経過し、壁面の損傷や雨漏りの発生等、建物の維持に重大な問題が発生してい
る。また、トイレや水道等の設備も未整備で、現状において活用を図るのは困難な状況にある。
このため建物の保存と活用に向けて、平成30（2018）年度に庁内検討委員会を組織し方向性を確認
するとともに、令和元（2019）年度には市民・有識者を含む保存活用計画を検討する市民会議を設
置し、令和2（2020）年10月に「旧黒須銀行保存活用基本計画」を策定した。
これにより令和2（2020）年度に建物の復元改修に向けた基本設計を完了し、令和3（2021）年度に
は実施設計を行っている。

10,315 千円 3,228 千円 506

人件費合計 人 451 千円 人 479 千円 人 479

千円 482 千円

事業費内訳
（2020年度分）

旧黒須銀行保存活用基本計画策定検討市民会議謝礼　56,000円
旧黒須銀行復元改修工事基本設計業務委託　2,904,000円
旧黒須銀行消防設備保守点検　37,400円
旧黒須銀行機械警備業務委託　66,000円

0.05

□補助金〔直接・間接〕（補助先：　　　    　　実施主体：  　　　 　　　）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

目　的
（何のために）

旧黒須銀行を貴重な文化財建造物として保存していくとともに、建物の一般公開をはじめ様々な活
用を行うことで、来館者へ文化的歴史的魅力を伝えていく。活用に当っては、旧石川組製糸西洋館
をはじめ黒須地域の様々な歴史的建造物と一体的に行うことで、旧黒須銀行を地域の歴史をものが
たり、まちのアイデンティティを伝える施設として位置付けていく。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

全市民及び市外住民

関連事業
（同一目的事業等）

旧石川組製糸西洋館保存活用事業
（担当：博物館、事業費：6,114千円（2021年度予算）、事業内容：施設の維持運営、一般公開や
イベントの開催、撮影への貸出等）

上位施策事業名 文化財保護・活用の充実、伝統文化活動団体の育成支援 担当局・部名 教育部

根拠法令等 文化財保護法、入間市文化財保護条例 担当課･担当名 博物館

対象者数（全住民に対する割合）

146,808 人

事業内容
（手段、手法など）

100

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 澤田和也

実施の背景

実施方法

■直接実施

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事業番号７



2021 年度

事業シート（概要説明書）

個別事業名 歴史的建造物整備事業（旧黒須銀行） 事業開始年度 2018年度

事業番号７

年度2020 年度2019 年度2018

/

/

/

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

令和2（2020）年度には、市民や知識経験者の意見を踏まえて、「旧黒須銀行保存活用基本計画」
を策定するとともに、この計画をもとに復元改修工事のための基本設計を完成させることができ
た。令和3（2021）年度には、引き続き基本設計をもとに実施設計の完成に向けて事業を進めてい
る。ただし、令和4（2022）年度からの復元改修工事には多額の資金が必要となることから、市財
政に頼るだけでなく、収入の確保の手法として、企業版ふるさと納税やクラウドファンディングな
どの実施を検討している。なお、令和3（2021）年4月からは市文化財保存活用基金を設置して、寄
附金の受入先等の整備も行っている。
一方、復元改修工事完了後は、文化財建造物として地域の歴史を発信するともに、地域の人々に愛
され、誇りを持ってもらえる施設としての活用が求められている。旧石川組製糸西洋館をはじめ地
域の歴史的建造物と連携した事業を行っていくことで、施設の持つ魅力を向上させ、シティセール
スへ貢献していくことが必要である。
なお、事業を進めていく上でＰＲは重要である。渋沢栄一ゆかりの銀行としてＰＲすることで、令
和3（2021）年には地元メディア、ＮＨＫのニュース番組でも取り上げられ、入館者数以外への波
及効果も見られた。令和6（2024）年の新1万円札発行に向けて、さらなＰＲを進めていくことも重
要である。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

桶川市では、平成29（2017）年度に市指定文化財「旧熊谷陸軍飛行学校桶川分教場」の保存活用計
画を策定し、平成30（2018）年度～令和元（2019）年度に復元整備工事（総工費484,145千円）を
実施。現在は「桶川飛行学校平和祈念館」として活用している。

特記事項

【参考】市民意識調査における生活環境の満足度「文化財などの保護」の推移
　第10回（2011）　満足度　0.189（平均値 0.166）、順位　14位／40施策
　第11回（2014）　満足度　0.176（平均値 0.202）、順位　15位／41施策
　第12回（2019）　満足度　0.178（平均値 0.218）、順位　17位／44施策

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

歴史的建造物（文化財）の保存活用に当っては、対象となる文化財の知名度を高め、その価値を共
有する人数を増やしていくことが重要となる。このため建物の公開における来館者数を活動実績と
し、その結果により文化財の保護意識が向上した成果を図る上で、市民意識調査における生活環境
の満足度の「文化財などの保護」に対する点数を成果目標とした。

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位

市民意識調査（文化財などの保護） 点 0.178 0.176 0.189

/ /

/ / /

/

事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位

来館者数 日

単位当たりコスト

/ /

534/600 796/600 636/600

／

/

第12回
（2019）

第11回
（2014）

第10回
（2011）



施設シート

3 4 3

人

0.01 人

人

0.0 人 0.0 人 0.09

人 人

合計

人

合計 0.05 人 0.04 人 0.0 人 0.0 人

人 人 人 0.08人 0.04 人

人 人

ハード（施設
維持管理）
ソフト（実施
事業）
にかかる人員

正規職員 嘱託職員等 委託業者

ソフト 0.04

㎡ 部屋数床面積 ㎡ 部屋数 床面積

指定管理者

人

住民等の
自主管理

その他

ハード 0.01 人 0.00

名称 名称 名称

㎡ 部屋数 床面積

㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数床面積 ㎡ 部屋数 床面積

名称 名称 名称

床面積 ㎡ 部屋数 床面積

名称 名称 名称

㎡ 部屋数

施
設
の
概
要

名称 主屋 名称 付属棟 名称

床面積 ㎡ 部屋数

付属棟増築部

床面積 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数 床面積 ㎡ 部屋数

改
修
等

改修時期・
内容・金額

□耐震　□大規模改修　□バリアフリー化　□省エネ対応

基
本
情
報

設置目的

渋沢栄一が設立に当たり顧問を務めた「黒須銀行」の本店営業所として、明治42年
（1909）に建設。黒須銀行が武州銀行（現在の埼玉りそな銀行）に合併後も支店として
業務が行われていた。1977年に入間市へ寄贈され、現在は市指定有形文化財「旧黒
須銀行」として保存活用が行われている。

実施事業 施設の公開、施設を生かした事業の実施など

主な利用者
（複数選択可）

開館時間

管理体制

■直接管理 　□業務委託　 □指定管理　 □住民等の自主管理

（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　）

（委託内容・金額・事業者選定方法：　　　　　　　　　　　　　　）

□官公庁利用　□主催事業　□登録団体（団体数：　　　　　）

□市内一般企業、団体　□市外一般企業、団体

■市民　■市外住民　□その他（　　　　　）

利用の制限

開館日数 日/年 休館日

千円 取得経緯 　

地方債残高 □有（残高　　　　　円）償還（　　年/　　年）　　□無

補助金有無 □有　　■無 階数 2階

借用元 借用金額 千円/年

建設・取得 1909年5月（建設・取得） 設計者 IS値

財産区分 □行政　■普通

建
物
情
報

延べ床面積 236.02 ㎡ 所有区分 ■自己所有　□借用 構造 木造・土蔵造り

総面積 813.47 ㎡ 借地料 千円/年

建設・取得額

根拠条例等

土
地
情
報

所有面積 813.47 ㎡ 地目 宅地 所管課 博物館

借地面積 ㎡ 借地元 作成責任者 澤田　和也

2021年度

番号 7 名称 旧黒須銀行等歴史的建造物整備事業
■ 単独館

□ 複合館

所在地 入間市宮前町５－３３



自己評価・
特記事項等

施設の復元改修工事前であり、施設の活用状況に関するデータはありません。

土日祝 ％

午前 ％ 午後 ％ 夜間

平日 ％

％ 合計 ％

利
用
状
況

各
部
屋
別
稼
働
率

名称

％

午前 ％ 午後 ％ 夜間 ％ 合計 ％

名称 平日 ％ 土日祝

％

午前 ％ 午後 ％ 夜間 ％ 合計 ％

名称 平日 ％ 土日祝

％

午前 ％ 午後 ％ 夜間 ％ 合計 ％

名称 平日 ％ 土日祝

千円 千円

一般財源 318 千円 269 千円 398 千円 541 千円

千円

使用料
・手数料

千円 千円

千円維
持
管
理
費

2021年度（予算） 2020年度（決算）

0 千円

その他
（　　　）

12 千円 千円

支出内訳（2020年度分）

人件費：　　　79千円
委託料：　　 104千円
光熱水費：　　17千円
修繕料：　　　 0千円
（修繕内容：　　　　）

指定管理料のうち管理委託分：　　　千円
減価償却費：　　　　　　　　　　　千円
地方債の元利償還：　　　　　　　　千円
その他（通信運搬費、保険料）　　69千円

2019年度（決算） 2018年度（決算）

総支出 409 千円

0 千円 0 千円

千円

財
源
内
訳

収
　
入

収入合計 12 千円

398 千円 541 千円

千円 千円

国県補助金 千円 千円

269














